
(57)【要約】

【課題】指オキシメータに、患者から取得したデータを

遠隔監視装置に送信する通信能力を与える。

【解決手段】指オキシメータにＲＦ送信機を設けて、測

定したＳpＯ2、及び患者からの他の物理的パラメータを

、指オキシメータから離れた所にある監視装置に遠隔通

信で送信する。このＲＦ送信回路は、指オキシメータの

筐体内に設けたＰＣボード上に実装されて、同じく指オ

キシメータの筐体内のＰＣボード上に実装した酸素計測

回路と協働して動作する。これら２つのＰＣボードは１

つに組み合わせることができる。ＲＦ信号を受信するた

めに、ＲＦ受信機を遠隔監視装置に設けて、この遠隔監

視装置も、到来するＲＦ信号を処理する処理回路、及び

処理したディジタル信号を遠隔監視装置における表示用

のアナログ信号に変換する変換器回路を具えている。一

方向のＲＦリンクの代わりに、送信並びに遠隔監視装置

からのＲＦ信号の受信が可能なＲＦトランシーバ回路を

指オキシメータに設けることができ、遠隔監視装置にも

同様にＲＦトランシーバ回路を設ける。この指オキシメ

ータは、筐体に設けたスイッチによって患者が手動で起
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 指 を 開 口 に 通 し て 置 く た め の 開 口 を 有 す る 筐 体 と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 多 周 波 数 の 放 射 を 前 記 指 に 対 し て 出 力 す る 放 射 放 出 器 と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 指 を 通 過 し た 前 記 放 出 器 か ら の 放 射 を 検 出 し て 、 こ れ に よ
り 前 記 患 者 の 物 理 特 性 に 関 す る デ ー タ を 取 得 す る た め の セ ン サ と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 放 射 放 出 器 及 び 前 記 セ ン サ の そ れ ぞ れ の 動 作 を 行 わ せ て 、
前 記 セ ン サ か ら 取 得 し た デ ー タ か ら 少 な く と も 前 記 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 算 出 す
る 少 な く と も １ つ の 第 １ 回 路 と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 路 と 協 働 し て 、 前 記 算 出 し た 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル
を 表 現 す る Ｒ Ｆ 信 号 を 遠 隔 装 置 に 送 信 す る 少 な く と も １ つ の 第 ２ 回 路 と
を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 回 路 が 、 前 記 筐 体 内 に 実 装 さ れ た 回 路 ボ ー ド 上 の 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を Ｒ Ｆ リ ン ク
経 由 で 前 記 遠 隔 装 置 の 遠 隔 Ｒ Ｆ 受 信 機 に 送 信 す る Ｒ Ｆ 送 信 回 路 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 筐 体 が 半 分 ず つ の ２ つ の 部 分 か ら 成 り 、 そ の 一 方 に 少 な く と も １ つ の 回 路 ボ ー ド が
取 り 付 け ら れ て 、 前 記 回 路 ボ ー ド 上 に 、 前 記 第 １ 回 路 及 び 前 記 第 ２ 回 路 の 少 な く と も 一 方
が 実 装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ と ；
　 ユ ー ザ が 前 記 オ キ シ メ ー タ を 選 択 的 に 起 動 す る こ と を 可 能 に す る ス イ ッ チ と
を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｒ Ｆ 送 信 回 路 が 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を 選 択 可 能 な 周 波 数 で 送 信 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を ブ ル ー ト ゥ ー ス ・ プ ロ ト コ ル に よ っ て 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 筐 体 内 に 設 け た エ ネ ル ギ ー 源 と ；
　 前 記 エ ネ ル ギ ー 源 か ら 、 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 セ ン サ 、 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 回 路 に 電
力 を 供 給 す る 電 力 回 路 と を 具 え て 、 前 記 電 力 回 路 が 、 前 記 筐 体 に 配 置 し た ス イ ッ チ の 操 作
に よ っ て 、 あ る い は 前 記 遠 隔 装 置 か ら 送 信 さ れ る 信 号 に よ っ て 起 動 ま た は 停 止 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 セ ン サ 、 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 回 路 の そ れ ぞ れ の 動 作 を 制 御 す る
プ ロ セ ッ サ 回 路 を 具 え て 、 前 記 プ ロ セ ッ サ 回 路 が 、 前 記 遠 隔 装 置 か ら 送 信 さ れ る 信 号 に よ
っ て 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 患 者 の 指 を 開 口 に 通 し て 置 く た め の 開 口 を 有 す る 筐 体 と 、 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記
指 に 多 周 波 数 の 光 を 放 射 す る 光 放 出 器 と 、 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 指 を 通 過 し た 光 を
検 出 す る 光 セ ン サ と 、 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 検 出 し た 光 を Ｓ pＯ 2 を 含 め た 患 者 の 物
理 特 性 を 表 現 す る デ ー タ に 変 換 す る 第 １ 回 路 と 、 前 記 第 １ 回 路 と 協 働 し て 、 前 記 デ ー タ を
パ ケ ッ ト 形 式 で 、 前 記 筐 体 か ら 離 れ 、 か つ デ ィ ス プ レ イ を 有 す る 遠 隔 装 置 に 送 信 す る 第 ２
回 路 と の 組 み 合 わ せ に お い て 、
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　 前 記 遠 隔 装 置 が 、 前 記 第 ２ 回 路 か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 す べ く 調 整 さ れ た 受 信 機 を
有 し て 、 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト が 、 前 記 遠 隔 装 置 内 の 処 理 回 路 に よ っ て 変 換 さ れ て 前 記 患 者
の Ｓ pＯ 2 と し て 前 記 遠 隔 装 置 に 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ 回 路 が Ｒ Ｆ 送 信 回 路 を 具 え て 、 前 記 受 信 機 が Ｒ Ｆ 受 信 回 路 を 具 え て 、 前 記 Ｒ Ｆ
送 信 回 路 及 び 前 記 Ｒ Ｆ 受 信 回 路 が 共 に 、 所 定 周 波 数 で 動 作 す べ く 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 処 理 回 路 が 、 前 記 第 ２ 回 路 か ら の 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 展 開 し て 、 前 記 遠 隔 装 置 が
、 前 記 展 開 し た デ ー タ を Ｓ pＯ 2 と し て 前 記 遠 隔 装 置 上 に 表 示 す る た め の デ ィ ス プ レ イ 駆 動
回 路 を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 筐 体 が 、 前 記 患 者 の Ｓ pＯ 2 を 表 示 可 能 な デ ィ ス プ レ イ を 具 え て 、 前 記 患 者 の Ｓ pＯ 2

を 、 前 記 筐 体 及 び 前 記 遠 隔 装 置 に 共 に 表 示 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の
組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 筐 体 が 、 互 い に 離 れ た 半 分 ず つ の ２ つ の 部 分 と 、 各 々 が 前 記 ２ つ の 部 分 の 一 方 に 取
り 付 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 回 路 、 前 記 第 ２ 回 路 が 実 装 さ れ た ２ 枚 の 回 路 ボ ー ド と 、 前
記 光 放 出 器 、 前 記 光 セ ン サ 、 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 回 路 を 手 動 で 起 動 す る こ と を 可 能 に す
る ス イ ッ チ を 前 記 筐 体 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 光 放 出 器 、 前 記 光 セ ン サ 、 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 回 路 に 電 力 を 供 給 す る 電 力 回 路 を
具 え て 、 前 記 電 力 回 路 が 、 前 記 筐 体 に 配 置 し た ス イ ッ チ の 操 作 に よ っ て 、 あ る い は 前 記 遠
隔 装 置 か ら 送 信 さ れ る 信 号 に よ っ て 起 動 ま た は 停 止 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
に 記 載 の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 患 者 の 血 液 の 血 液 酸 素 レ ベ ル を 遠 隔 的 に 測 定 す る シ ス テ ム に お い て 、
　 　 患 者 の 指 を 開 口 に 通 し て 置 く た め の 開 口 を 有 す る 筐 体 と ；
　 　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 指 を 多 周 波 数 の 放 射 で 放 射 す る 放 射 放 出 器 と ；
　 　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 指 を 通 過 し た 前 記 放 射 か ら デ ー タ を 取 得 す る セ ン サ と ；
　 　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 放 射 放 出 器 及 び 前 記 セ ン サ を 動 作 さ せ て 、 前 記 セ ン サ に
よ っ て 取 得 し た 前 記 デ ー タ か ら 少 な く と も 前 記 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 算 出 す る プ
ロ セ ッ サ 回 路 と ；
　 　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 算 出 し た 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 前 記 筐 体 か ら 遠 隔 通 信
で 送 信 す る 送 信 回 路 と
　 を 有 す る オ キ シ メ ー タ と 、
　 前 記 オ キ シ メ ー タ か ら 離 れ た 所 に あ り 、
　 　 前 記 算 出 し た 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 前 記 オ キ シ メ ー タ か ら 受 信 す る 受 信 回 路 と ；
　 　 前 記 受 信 し た 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ と
　 を 有 す る 監 視 装 置 と
を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 遠 隔 測 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 オ キ シ メ ー タ の 前 記 送 信 回 路 が Ｒ Ｆ 送 信 回 路 を 具 え て 、 前 記 算 出 し た 血 液 の 酸 素 飽
和 レ ベ ル が 、 前 記 Ｒ Ｆ 送 信 回 路 に よ っ て Ｒ Ｆ 信 号 と し て 送 信 さ れ て 、
　 前 記 受 信 回 路 が 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を 受 信 す る Ｒ Ｆ 受 信 回 路 を 具 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 監 視 装 置 が 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を 処 理 し て 、 前 記 処 理 し た 信 号 を 前 記 患 者 の 血 液 の 酸 素
飽 和 レ ベ ル と し て 表 示 す る 信 号 処 理 回 路 を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載
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の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 監 視 装 置 が 、 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル に 加 え て 、 患 者 の 心 電 図 （ Ｅ Ｋ Ｇ ） 、 脈 拍 、 及
び 血 圧 を 表 示 す る 多 機 能 医 療 用 モ ニ タ ー を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 筐 体 が 、 互 い に 離 れ た 半 分 ず つ の ２ つ の 部 分 と 、 各 々 が 前 記 ２ つ の 部 分 の 一 方 に 取
り 付 け ら れ 、 前 記 プ ロ セ ッ サ 回 路 及 び 前 記 送 信 回 路 の 一 方 が 実 装 さ れ た ２ 枚 の 回 路 ボ ー ド
と 、 前 記 筐 体 に 設 け ら れ 、 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 セ ン サ 、 及 び 前 記 プ ロ セ ッ サ 回 路 及 び 前
記 送 信 回 路 を 手 動 で 起 動 す る こ と を 可 能 に す る ス イ ッ チ と を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 セ ン サ 、 及 び 前 記 プ ロ セ ッ サ 回 路 及 び 前 記 送 信 回 路 に 電 力 を 供 給
す る 電 力 回 路 を 具 え て 、 前 記 電 力 回 路 が 、 前 記 筐 体 に 配 置 し た ス イ ッ チ の 操 作 に よ っ て 、
あ る い は 前 記 遠 隔 装 置 か ら 送 信 さ れ た 信 号 に よ っ て 起 動 ま た は 停 止 可 能 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 患 者 の 指 を 開 口 に 通 し て 置 く た め の 開 口 を 有 す る 筐 体 と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 多 周 波 数 の 放 射 を 前 記 指 に 対 し て 出 力 す る 放 射 放 出 器 と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 指 を 通 過 し た 前 記 放 出 器 か ら の 放 射 を 検 出 し て 前 記 患 者 の
血 液 の 酸 素 飽 和 に 関 す る デ ー タ を 取 得 す る た め の 光 セ ン サ と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 取 得 し た デ ー タ か ら 前 記 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 算
出 す る プ ロ セ ッ サ と ；
　 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 算 出 し た 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 表 現 す る Ｒ Ｆ 信 号 を 遠 隔
位 置 に 送 信 す る 送 信 機 と ；
を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 筐 体 が 、 前 記 算 出 し た 前 記 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ を
具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 送 信 機 が 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を Ｒ Ｆ リ ン ク 経 由 で 監 視 装 置 の 遠 隔 Ｒ Ｆ 受 信 機 に 送 信 す る 送
信 機 を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 筐 体 が 半 分 ず つ の ２ つ の 部 分 か ら 成 り 、 前 記 ２ つ の 部 分 の 一 方 に 、 前 記 プ ロ セ ッ サ
及 び 前 記 送 信 機 の 少 な く と も 一 方 が 実 装 さ れ た 少 な く と も １ 枚 の 回 路 ボ ー ド が 取 り 付 け ら
れ 、 前 記 筐 体 が さ ら に 、 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 光 セ ン サ 、 前 記 プ ロ セ ッ サ 、 及 び 前 記 送 信
機 へ の 電 力 を 選 択 的 に 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 具 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １
に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 送 信 機 が 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を 選 択 可 能 な 周 波 数 で 送 信 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 を ブ ル ー ト ゥ ー ス ・ プ ロ ト コ ル に よ っ て 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 光 セ ン サ 、 及 び 前 記 送 信 機 の そ れ ぞ れ の 動 作
を 制 御 し て 、 前 記 オ キ シ メ ー タ が さ ら に 、 前 記 放 射 放 出 器 、 前 記 光 セ ン サ 、 前 記 送 信 機 及
び 前 記 プ ロ セ ッ サ に 電 力 を 供 給 す る 電 力 回 路 及 び 電 源 を 具 え て 、 前 記 電 力 回 路 の 動 作 が 、
前 記 監 視 装 置 か ら 送 信 さ れ る 信 号 に よ っ て 選 択 的 に 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
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項 ２ １ に 記 載 の オ キ シ メ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 発 明 の 分 野 ）
　 本 発 明 は 指 オ キ シ メ ー タ （ 酸 素 計 ） に 関 す る も の で あ り 、 特 に 遠 隔 通 信 能 力 を 有 す る 指
オ キ シ メ ー タ 、 及 び こ う し た 指 オ キ シ メ ー タ か ら の 信 号 を 監 視 す る シ ス テ ム に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 出 願 09/940,418（ 発 明 の 概 要 ） 　 本 願 と 同 一 の 出 願 人 に 権 利 付 与
さ れ た 同 時 係 属 出 願 中 の 米 国 特 許 出 願 09/940,418に は 、 特 徴 的 な 指 グ リ ッ プ 支 持 系 を 有 す
る 指 オ キ シ メ ー タ が 開 示 さ れ て い る 。 開 示 さ れ て い る 指 オ キ シ メ ー タ は ス タ ン ド ア ロ ン の
（ 独 立 し た ） 装 置 で あ る 。 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ は 、 前 記 同 時 係 属 出 願 の ス タ ン ド ア ロ
ン の 指 オ キ シ メ ー タ に 、 患 者 か ら 取 得 し た デ ー タ を 監 視 装 置 の よ う な 遠 隔 装 置 に 送 信 し て
患 者 の 遠 隔 監 視 を 可 能 に す る 通 信 能 力 を 与 え る こ と に よ っ て 、 こ の 指 オ キ シ メ ー タ を 改 良
し た も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 周 波 数 の 光 を 指 に 対 し て 出 力 す る 放 射 放 出 器 、 及 び 指 を 通 過 す る 放 射 を 検 出 し て 患 者
か ら の デ ー タ を 取 得 し て 、 取 得 し た デ ー タ か ら 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 算 出 す る セ ン サ の
動 作 を 制 御 す る 酸 素 計 測 回 路 に 加 え て 、 本 発 明 の オ キ シ メ ー タ は さ ら に 送 信 回 路 を 具 え 、
こ の 送 信 回 路 は 、 指 酸 素 計 測 回 路 と 協 働 し て 動 作 す る 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ： Radio Frequenc
y） 回 路 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 算 出 し た 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 含 む 例
え ば Ｒ Ｆ 信 号 の よ う な 信 号 を 遠 隔 装 置 に 送 信 す る こ と が で き る 。 前 記 Ｒ Ｆ 回 路 は Ｐ Ｃ （ パ
ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ） 回 路 ボ ー ド 上 に 設 け 、 こ の Ｐ Ｃ 回 路 ボ ー ド は 、 指 酸 素 計 測 回 路 及
び 他 の 回 路 、 例 え ば 電 力 回 路 及 び プ ロ セ ッ サ 回 路 を 実 装 し た 回 路 ボ ー ド と 共 に 、 指 オ キ シ
メ ー タ の 筐 体 に 実 装 す る 。 別 個 の プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド の 代 わ り に 、 本 発 明 の Ｒ Ｆ 送 信 器 を
装 備 し た 指 オ キ シ メ ー タ の す べ て の 回 路 を 含 む 単 一 の 回 路 ボ ー ド を 、 完 全 に 指 オ キ シ メ ー
タ の 筐 体 内 に 実 装 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ は 、 患 者 の 指 を 開 口 に 通 し て 置 く こ と の で き る 開 口 を 有
す る 筐 体 と 、 こ の 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 多 周 波 数 の 放 射 を 指 に 対 し て 出 力 す る 放 射 放 出 器 と
、 前 記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 患 者 の 指 を 通 過 し た 、 あ る い は 指 か ら 反 射 し た 前 記 放 出 器 か ら
の 放 射 を 検 出 し て 、 患 者 の 物 理 特 性 に 関 す る デ ー タ を 取 得 す る こ と の で き る セ ン サ と 、 前
記 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 放 射 放 出 器 及 び 前 記 セ ン サ を 動 作 さ せ て 、 前 記 取 得 し た デ ー タ
か ら 少 な く と も 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル を 算 出 す る 少 な く と も １ つ の 回 路 と 、 前 記 筐
体 内 に 設 け ら れ 、 前 記 算 出 し た 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 を Ｒ Ｆ 信 号 と し て 遠 隔 位 置 に 送 信 す
る 他 の 回 路 と を 具 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 指 オ キ シ メ ー タ に よ っ て 送 信 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 を 遠 隔 装 置 が 受 信 す る シ ス
テ ム に も 関 す る も の で あ り 、 こ の 遠 隔 装 置 は 本 願 の 出 願 人 に よ っ て 発 売 中 の Vital Signs 
Monitor（ 登 録 商 標 ） で あ り 、 前 記 指 オ キ シ メ ー タ か ら 送 信 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 を 受 信 す べ く
調 整 さ れ た Ｒ Ｆ 受 信 機 を 内 蔵 す る 。 前 記 遠 隔 装 置 は 、 遠 隔 監 視 装 置 の 所 に い る 観 測 者 が 指
オ キ シ メ ー タ の 動 作 を 制 御 す る こ と を 可 能 に す る ト ラ ン シ ー バ を 具 え る こ と が で き る 。 こ
の こ と は 、 遠 隔 監 視 シ ス テ ム の 所 に い る 観 測 者 が 、 遠 隔 の 指 オ キ シ メ ー タ を 起 動 ／ 停 止 す
る 信 号 を 送 出 す る ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 指 オ キ シ メ ー タ に よ っ て 送 信 さ れ る Ｒ Ｆ 信 号 は 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の 形 式 で 送 信 す る こ と
が で き る 。 処 理 回 路 及 び 変 換 器 回 路 を 含 む こ と の で き る パ ケ ッ ト 解 除 （ デ パ ッ キ ン グ ） 構
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成 要 素 を 遠 隔 監 視 装 置 に 設 け て 、 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 展 開 （ ア ン パ ッ ク ） し て 、 展 開 し
た デ ー タ を デ ィ ジ タ ル か ら ア ナ ロ グ に 変 換 し て 、 こ れ に よ り 、 監 視 中 の 患 者 の 物 理 特 性 を
監 視 装 置 の デ ィ ス プ レ イ 上 に 示 す こ と が で き る 。 Ｒ Ｆ 信 号 の 送 信 、 及 び 遠 隔 監 視 装 置 に よ
る 指 オ キ シ メ ー タ の 制 御 は 、 例 え ば ブ ル ー ト ゥ ー ス （ 登 録 商 標 ） の よ う な 無 線 通 信 プ ロ ト
コ ル に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 図 面 を 参 照 し た 実 施 例 の 説 明 よ り 一 層 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 ）
　 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ に 、 上 述 し た 同 時 係 属 出 願 中 の 米 国 特 出 願 許 09/940,418に 開 示 さ れ て い
る 指 オ キ シ メ ー タ の 筐 体 を 示 し 、 こ の 開 示 は 参 考 文 献 と し て 本 明 細 書 に 含 め る 。 本 発 明 の
指 オ キ シ メ ー タ の 筐 体 は 、 上 記 ’ 418出 願 の 筐 体 と 同 じ 筐 体 に す る こ と が で き る 。 従 っ て
、 図 １ Ａ の 平 面 図 に 示 す 指 オ キ シ メ ー タ ２ は 、 例 え ば 患 者 の 血 液 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル （ Ｓ p
Ｏ 2 ） 、 心 拍 数 、 及 び 血 圧 を 含 む 患 者 の 種 々 の 物 理 特 性 を 表 示 可 能 に す る デ ィ ス プ レ イ ４
を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ Ｂ の 前 面 図 に 示 す よ う に 、 指 オ キ シ メ ー タ ２ は ２ つ の 筐 体 部 分 ６ 及 び ８ か ら 構 成 さ
れ 、 方 向 矢 印 １ ０ で 示 す よ う に 、 下 部 筐 体 ８ は 上 部 筐 体 ６ に 対 し て 縦 方 向 に 可 動 で あ る 。
上 部 筐 体 ６ は カ バ ー １ ２ に よ っ て 保 護 さ れ て い る 。 上 部 筐 体 ６ 内 に は 、 図 ５ に 示 す デ ィ ス
プ レ イ 及 び 回 路 ボ ー ド が 実 装 さ れ て 、 カ バ ー １ ２ に よ っ て 保 護 さ れ て い る 。 上 部 筐 体 ６ と
下 部 筐 体 ８ と の 間 に は 開 口 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 筐 体 部 分 ６ 及 び ８ の 各 々 に 指 パ ッ ド が
取 り 付 け ら れ 、 こ れ ら の 指 パ ッ ド が 合 わ さ っ て 、 開 口 １ ４ 内 に 挿 入 さ れ る か あ る い は 開 口
１ ４ に 置 か れ た 指 を つ か む 輪 郭 を 形 成 す る 。 上 部 筐 体 ６ 及 び 下 部 筐 体 ８ に 装 着 さ れ た そ れ
ぞ れ の 指 パ ッ ド を 、 そ れ ぞ れ １ ６ 及 び １ ８ で 表 わ す 。 複 数 の バ ネ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 、
上 部 筐 体 ６ と 下 部 筐 体 ８ と が 互 い に 縦 方 向 に 動 い て 、 こ れ に よ り 、 こ れ ら の 筐 体 間 の 開 口
１ ４ 内 に 置 か れ た 指 を し っ か り つ か む 。 指 オ キ シ メ ー タ ２ の 上 部 筐 体 ６ と 下 部 筐 体 ８ と の
間 に 置 か れ た 指 を つ か む シ ス テ ム は 、 上 述 し た ’ 418出 願 に 詳 細 に 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ‘ 418出 願 の 指 オ キ シ メ ー タ で は 、 患 者 の 血 液 の 酸 素 濃 度 を 読 み 取 る た め に 、 看 護 師 ま
た は 医 師 は 患 者 に 接 近 し な け れ ば な ら ず 、 こ れ に よ り 、 指 オ キ シ メ ー タ に 装 着 さ れ た デ ィ
ス プ レ イ を 読 み 取 る こ と が で き る 。 所 定 時 点 で の １ 回 だ け の 読 み 取 り が 必 要 な 場 合 に は 、
こ れ で よ い 。 し か し 、 Ｓ pＯ 2 を 含 む 患 者 の 物 理 特 性 の 連 続 的 な 監 視 が 必 要 な 場 合 に は 、 及
び 開 業 医 が 常 時 患 者 の 身 辺 に い る こ と が で き な い 場 合 に は 、 患 者 か ら 収 集 す る デ ー タ の 遠
隔 監 視 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ Ｃ に 示 す よ う に 、 指 オ キ シ メ ー タ ２ に は 、 ス イ ッ チ ２ ０ を 実 装 し た 裏 側 が あ り 、 ス
イ ッ チ ２ ０ は 、 ユ ー ザ が 手 動 で 装 置 を 起 動 す る こ と を 、 指 オ キ シ メ ー タ ２ の 筐 体 内 に 実 装
さ れ た プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド の 種 々 の 回 路 に 給 電 す る こ と に よ っ て 可 能 に す る 。 筐 体 部 分 ８
の 下 部 に 実 装 さ れ 、 種 々 の 構 成 要 素 に 給 電 す る た め に 必 要 な バ ッ テ リ モ ジ ュ ー ル を ２ ２ で
表 わ す 。 図 で は ス イ ッ チ ２ ０ 及 び デ ィ ス プ レ イ ４ と 共 に 示 し て い る が 、 本 発 明 の 指 オ キ シ
メ ー タ は 実 際 に は 、 指 オ キ シ メ ー タ の 動 作 及 び 患 者 か ら 取 得 し た 指 オ キ シ メ ー タ か ら の デ
ー タ の 監 視 を 、 指 オ キ シ メ ー タ 、 も ち ろ ん 指 オ キ シ メ ー タ を 装 着 し た 患 者 か ら 遠 隔 し て 行
う べ き こ と が 決 ま っ て い る 場 合 に は 、 デ ィ ス プ レ イ ４ ま た は ス イ ッ チ ２ ０ を 全 く 具 え ず に
構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ Ｄ は 指 オ キ シ メ ー タ ２ の 側 面 図 で あ り 、 カ バ ー １ ２ を 外 枠 （ ケ ー シ ン グ ） ２ ４ に 取
り 付 け た 様 子 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 、 指 オ キ シ メ ー タ ２ の 酸 素 計 測 回 路 を 図 式 的 に 示 す 。 簡 単 の た め 、 回 路 を 種 々 の
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主 要 機 能 毎 に 個 別 の グ ル ー プ に ま と め て 、 点 線 で 囲 ん だ 機 能 回 路 と し て 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 光 検 出 器 （ Ｄ 1） を 筐 体 内 に 、 よ り 詳 細 に は 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ に 示 す 本 発 明 の 指 オ キ シ
メ ー タ の 実 施 例 の 下 部 筐 体 ８ 内 に 設 け る 。 図 ２ で は Ｓ Ｗ 1で 表 わ す ス イ ッ チ ２ ０ も 、 本 発
明 の 指 オ キ シ メ ー タ の 下 部 筐 体 ８ あ る い は 下 部 指 グ リ ッ プ （ パ ッ ド ） １ ８ に 取 り 付 け た フ
レ キ シ ブ ル ・ ス ト リ ッ プ ２ ６ 上 に 設 け る 。 ス イ ッ チ ２ ０ が 押 さ れ る と 、 電 力 が 放 射 放 出 器
に 供 給 さ れ て 、 放 射 放 出 器 は 、 機 能 回 路 ２ ８ の 一 部 分 で あ る 異 な る 周 波 数 を 有 す る Ｌ Ｅ Ｄ
（ 発 光 ダ イ オ ー ド ） か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 多 周 波 数 の 光 は 、 放 射 の 形 で
、 指 オ キ シ メ ー タ ２ の 上 部 指 グ リ ッ プ ６ と 下 部 指 グ リ ッ プ ８ と の 間 に 置 か れ た 指 に 指 向 さ
れ る 。 一 旦 、 指 が 開 口 １ ６ か ら 取 り 除 か れ 、 従 っ て 上 部 グ リ ッ プ １ ６ 及 び 下 部 グ リ ッ プ １
８ か ら 離 れ る と 、 所 定 期 間 、 例 え ば ８ 秒 後 に 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ Ｕ 1が 装 置 の 電 源 を 遮
断 し て 、 エ ネ ル ギ ー を 節 約 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ レ キ シ ブ ル ・ ス ト リ ッ プ ２ ６ は 、 従 来 の 結 合 に よ っ て 機 能 回 路 ３ ０ に 接 続 さ れ て い る
。 機 能 回 路 ３ ０ は 、 ア ナ ロ グ 検 出 器 プ レ コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ （ 事 前 調 整 ） 回 路 で あ り 、 患
者 の 指 か ら の 入 力 電 流 信 号 を 測 定 し 、 こ こ で は ア ナ ロ グ 電 流 信 号 を ア ナ ロ グ 電 圧 信 号 に 変
換 す る 。 こ の ア ナ ロ グ 電 圧 信 号 は 演 算 増 幅 器 （ オ ペ ア ン プ ） Ｕ 2Ｃ に よ っ て 増 幅 さ れ 、 演
算 増 幅 器 Ｕ 2Ｃ は 増 幅 さ れ た ア ナ ロ グ 電 圧 信 号 Ｖ Ｓ Ｉ Ｇ を 出 力 す る 。 こ の 信 号 の ダ イ ナ ミ
ッ ク レ ン ジ は Ｉ Ｃ 回 路 Ｕ 4に よ っ て 制 御 さ れ 、 Ｉ Ｃ 回 路 Ｕ 4は 集 積 さ れ た デ ィ ジ タ ル ・ ポ テ
ン シ ョ メ ー タ と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 増 幅 さ れ た ア ナ ロ グ 電 圧 信 号 Ｖ Ｓ Ｉ Ｇ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ Ｕ 1の 入 力 Ａ 2に 入 力 さ れ
る 。 こ の ア ナ ロ グ 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ Ｕ 1に よ っ て 対 応 す る デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、
機 能 回 路 ３ ２ に 対 し て 出 力 さ れ て 、 機 能 回 路 ３ ２ は 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 回 路 Ｕ 8及 び Ｕ 9を 具 え
た Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 で あ る 。 駆 動 回 路 ３ ２ は 、 患 者 か ら 収 集 し た 情 報 を デ ィ ス プ レ イ ４ 上 に
表 示 す る た め の 信 号 を 、 種 々 の デ ィ ジ ッ ト （ 数 字 ） Ｄ Ｉ Ｇ 1～ Ｄ Ｉ Ｇ 6に 供 給 す る 。 本 発 明
の 指 オ キ シ メ ー タ に デ ィ ス プ レ イ を 設 け て い な い 場 合 に は 、 機 能 回 路 ３ ２ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ
ス プ レ イ ４ は 回 路 か ら 除 く こ と が で き る 。 他 方 で は 、 測 定 し た 患 者 の 物 理 特 性 を 指 オ キ シ
メ ー タ か ら の 遠 隔 位 置 に 表 示 で き る 場 合 で も 、 デ ィ ス プ レ イ ４ 及 び 機 能 回 路 ３ ２ を 共 に 、
本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ 上 に 設 け て 、 患 者 及 び 開 業 医 が 共 に 患 者 の デ ー タ を 監 視 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す 他 の 機 能 回 路 は 機 能 回 路 ２ ８ で あ り 、 機 能 回 路 ２ ８ は 多 周 波 数 の 光 を 放 出 す
る ２ つ の Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る 可 変 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 で あ り 、 こ の 光 は 指 オ キ シ メ ー タ の 上 半 分
６ に 設 け た 開 口 を 通 し て 患 者 の 指 に 指 向 さ れ る 。 筐 体 の 上 部 ６ 及 び 下 部 ８ に 設 け た 開 口 、
並 び に 指 パ ッ ド １ ６ 、 １ ８ は 、 光 放 出 器 の Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 多 周 波 数 の 光 を 指 に 指 向 さ せ る こ
と を 可 能 に し 、 そ し て 患 者 の 指 を 通 過 し た 拡 散 光 は 、 光 検 出 器 Ｄ 1に よ っ て 検 出 さ れ る 。
検 出 器 Ｄ 1に よ っ て 検 出 さ れ た 結 果 的 な 電 流 信 号 は 、 ア ナ ロ グ 検 出 器 プ レ コ ン デ ィ シ ョ ニ
ン グ 回 路 ３ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 機 能 回 路 ３ ４ は 、 図 ２ の 酸 素 計 測 回 路 の 種 々 の 構 成 要 素 に 供 給 す る 電 力 を 調 整 す る ス イ
ッ チ ン グ 電 源 回 路 で あ る 。 機 能 回 路 ３ ６ は 、 バ ッ テ リ パ ッ ク （ バ ッ テ リ モ ジ ュ ー ル ） ２ ２
か ら の 電 圧 が 低 い か 否 か を 識 別 す る バ ッ テ リ 電 圧 駆 動 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 機 能 回 路 ３ ８ は 、 指 オ キ シ メ ー タ の 構 成 要 素 用 の タ イ ミ ン グ 回 路 で あ る 。 機 能 回 路 ３ ８
の 構 成 要 素 Ｕ 6Ａ に よ っ て 、 回 路 ３ ８ か ら の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ Ｕ 1用 の ク ロ ッ ク パ ル ス が
発 生 す る 。 構 成 要 素 Ｕ 6Ｂ と Ｕ 6Ｃ が 組 に な っ て 、 電 圧 出 力 が ３ V未 満 で あ る 場 合 に 、 バ ッ
テ リ パ ッ ク ２ ２ か ら の 十 分 な 電 圧 が 存 在 し て 、 図 ２ の 指 酸 素 計 測 回 路 の 種 々 の 構 成 要 素 に
適 切 な ク ロ ッ ク 信 号 が 供 給 さ れ る こ と を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 図 ３ は 、 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ の Ｒ Ｆ 送 信 回 路 の 回 路 図 で あ る 。 図 ３ の Ｒ Ｆ 送 信 回 路
は 、 接 地 に 加 え て 、 符 号 Ｄ Ａ Ｔ Ａ で 識 別 さ れ る 入 力 を 有 し 、 こ の 入 力 は Ｓ Ｄ Ｉ 出 力 、 即 ち
図 ２ の 回 路 に 示 す マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ Ｕ 1の ピ ン ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 図 ３ の 回 路 は さ
ら に 、 そ の +3.3VＤ Ｃ の 入 力 電 力 に よ っ て 図 ２ の 回 路 に 接 続 さ れ 、 こ の 入 力 電 力 は 、 図 ２
の 酸 素 計 測 回 路 の 機 能 回 路 ３ ４ の キ ャ パ シ タ Ｃ 21か ら の 出 力 に 接 続 さ れ て い る 。 図 ３ の 回
路 に つ い て は 、 Ｓ Ａ Ｗ （ Surface Acoustic Wave： 表 面 弾 性 波 ） セ ラ ミ ッ ク 共 振 器 で あ る
構 成 要 素 ４ ０ が 、 図 ３ の 回 路 に よ っ て 出 力 さ れ る Ｒ Ｆ 信 号 の 周 波 数 を 規 定 す る 。 こ の 周 波
数 は ユ ー ザ が 送 信 回 路 用 に 選 択 可 能 で あ り 、 そ し て 遠 隔 監 視 装 置 の 受 信 回 路 に 合 わ せ て 調
整 さ れ る 。 符 号 ４ ２ で 表 わ す ト ラ ン ジ ス タ Ｑ 1は 、 構 成 要 素 Ｃ 2、 Ｌ 1及 び Ｃ 3と 共 に 、 Ｒ Ｆ
信 号 を 送 信 回 路 の ア ン テ ナ に 出 力 す る た め の 増 幅 器 及 び 発 振 器 の 両 方 と し て 作 用 し 、 こ の
ア ン テ ナ は イ ン ダ ク タ Ｌ 1、 Ｌ 2及 び キ ャ パ シ タ Ｃ 4、 Ｃ 5の ル ー プ に よ っ て 表 わ さ れ る 。 回
路 用 の 電 力 は 前 記 3.3VＤ Ｃ に よ っ て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ル ー プ ア ン テ ナ ４ ４ は 、 図 ４ の プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド ４ ６ に 良 く 示 さ れ て い る 。 な お 、 図
４ の 回 路 ボ ー ド ４ ６ に は 、 種 々 の 構 成 要 素 が エ ッ チ ン グ さ れ て 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 良 く 示 す よ う に 、 カ バ ー １ ２ を 除 去 す れ ば 、 指 オ キ シ メ ー タ の 上 部 ６ が デ ィ ス プ
レ イ ４ 及 び プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド ４ ８ を 具 え て い る よ う に 示 さ れ 、 こ の プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド
上 に 、 図 ２ の 酸 素 計 測 回 路 の 種 々 の 構 成 要 素 の 大 部 分 が 実 装 さ れ て い る 。 ま た 、 回 路 ボ ー
ド ４ ８ の 側 面 に は 回 路 ボ ー ド ４ ６ も 実 装 さ れ 、 回 路 ボ ー ド ４ ６ 上 に は Ｒ Ｆ 送 信 回 路 が あ る
。 回 路 ボ ー ド ４ ６ は 上 部 ６ の 側 壁 上 に 取 り 付 け ら れ て い る よ う に 示 さ れ 、 プ リ ン ト 回 路 ボ
ー ド ４ ６ に 合 う 切 欠 き を 付 け た ス ロ ッ ト ５ ３ （ 図 ４ ） に 合 わ さ る シ ョ ル ダ ー （ 肩 部 ） ５ ０
に よ っ て 前 記 側 壁 に 取 り 付 け ら れ て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 、 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ が そ の 一 部 を な す シ ス テ ム を 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、
患 者 の デ ー タ は 、 酸 素 計 測 回 路 に よ っ て 一 旦 収 集 さ れ る と 、 Ｒ Ｆ 送 信 機 に 転 送 さ れ る 。 Ｒ
Ｆ 送 信 機 で は 、 Ｒ Ｆ 信 号 が Ｒ Ｆ リ ン ク に よ っ て 、 遠 隔 監 視 装 置 、 例 え ば 出 願 人 に よ っ て 発
売 中 の Vital Signs Monitor（ 登 録 商 標 ） に 送 信 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 送 信 機 か ら の Ｒ Ｆ 信 号 を 受
信 可 能 に す る た め に 、 遠 隔 監 視 装 置 に は Ｒ Ｆ 受 信 機 ５ ２ が 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の 遠 隔 監
視 装 置 は さ ら に 、 デ ー タ 展 開 （ ア ン パ ッ ク ） 兼 表 示 装 置 ５ ４ を 具 え て い る 。 Ｒ Ｆ 信 号 を 受
信 す る と 、 Ｒ Ｆ 受 信 機 ５ ２ は 装 置 ５ ４ に 信 号 を 送 っ て 、 装 置 ５ ４ は 処 理 ユ ニ ッ ト ／ 回 路 及
び 変 換 器 ユ ニ ッ ト ／ 回 路 を 具 え る こ と が で き る 。 こ の 処 理 回 路 は 受 信 し た Ｒ Ｆ 信 号 を 処 理
し て 、 Ｒ Ｆ 信 号 は デ ー タ パ ケ ッ ト の 形 式 で 送 信 さ れ 得 る 。 こ れ ら の デ ー タ パ ケ ッ ト は 前 記
処 理 回 路 に よ っ て 展 開 ま た は 処 理 さ れ て 、 前 記 変 換 器 回 路 に よ っ て デ ィ ジ タ ル か ら ア ナ ロ
グ に 変 換 さ れ る 。 そ し て 前 記 ア ナ ロ グ 信 号 は 、 遠 隔 監 視 装 置 の モ ニ タ ー 上 に 表 示 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ に 、 デ ー タ 展 開 装 置 ５ ４ を さ ら に 示 し 、 図 ７ に は 、 装 置 ５ ４ が 処 理 ユ ニ ッ ト ５ ６ 及
び 変 換 器 ユ ニ ッ ト ５ ８ を 具 え て い る よ う に 示 す 。 デ ィ ジ タ ル か ら ア ナ ロ グ に 変 換 さ れ る と
、 ア ナ ロ グ 信 号 は グ ラ フ ィ ッ ク （ 図 形 ） ま た は 英 数 字 デ ー タ の い ず れ か と し て 、 デ ィ ス プ
レ イ ６ ０ に よ っ て 表 示 さ れ る 。 展 開 さ れ た 信 号 は 、 遠 隔 監 視 装 置 に 設 け た 警 報 発 生 器 ６ ２
に よ っ て 音 響 警 報 と し て も 提 供 す る こ と が で き る 。 遠 隔 監 視 装 置 に 視 覚 警 報 指 示 器 ６ ４ を
設 け て 、 測 定 中 の 患 者 の 物 理 特 性 が 不 所 望 の し き い 値 に 達 す る か こ れ を 超 え た 場 合 に 、 視
覚 的 な 警 報 を 看 護 師 ま た は ユ ー ザ に 提 供 す る こ と も で き る 。 監 視 中 の 患 者 の Ｓ pＯ 2 あ る い
は 他 の 物 理 特 性 の コ ピ ー を プ リ ン ト ア ウ ト （ 印 字 出 力 ） す る 目 的 で 、 遠 隔 監 視 装 置 に プ リ
ン タ ６ ６ を 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ に 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 実 施 例 で は 、 指 オ キ シ メ ー タ と 遠 隔 監 視 装 置 と の 間
で 双 方 向 の 伝 送 が 行 わ れ る 。 こ の 例 で は 、 指 オ キ シ メ ー タ に は Ｒ Ｆ 送 信 回 路 の 代 わ り に Ｒ
Ｆ ト ラ ン シ ー バ 回 路 ６ ８ を 設 け て 、 Ｒ Ｆ ト ラ ン シ ー バ 回 路 ６ ８ は 、 オ キ シ メ ー タ が 双 方 向
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Ｒ Ｆ リ ン ク に よ っ て 、 酸 素 計 測 信 号 を 遠 隔 監 視 装 置 の Ｒ Ｆ ト ラ ン シ ー バ 回 路 ７ ０ に 送 信 す
る こ と を 可 能 に す る 。 図 ８ の 実 施 例 の Ｒ Ｆ 装 置 ６ ８ 、 ７ ０ を ブ ル ー ト ゥ ー ス （ 登 録 商 標 ）
プ ロ ト コ ル で 動 作 す べ く 適 応 さ せ て 、 こ れ に よ り 、 指 オ キ シ メ ー タ と 遠 隔 監 視 装 置 と の 間
で 信 号 を 双 方 向 に 伝 送 す る こ と が で き る 。 図 ６ の シ ス テ ム に つ い て 説 明 し た よ う に 、 Ｒ Ｆ
ト ラ ン シ ー バ ６ ８ か ら 受 信 し た Ｒ Ｆ 信 号 を 展 開 兼 表 示 装 置 ７ ２ に よ っ て 展 開 し 変 換 し て 、
こ れ に よ り 監 視 中 の 患 者 の 血 液 酸 素 飽 和 が 遠 隔 監 視 装 置 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ の シ ス テ ム の 遠 隔 監 視 装 置 は 、 患 者 の 遠 隔 監 視 に 加 え て 、 遠 隔 監 視 装 置 の ユ ー ザ が
、 患 者 が 装 着 し て い る 指 オ キ シ メ ー タ を 起 動 ／ 停 止 す る こ と を 可 能 に す る 起 動 回 路 ７ ４ を
有 す る 。 こ の こ と は 、 患 者 が 長 期 間 に わ た っ て 指 オ キ シ メ ー タ を 装 着 し な け れ ば な ら な い
場 合 に お い て 、 そ し て 指 オ キ シ メ ー タ 用 の エ ネ ル ギ ー を 節 約 す る た め に 望 ま し い 。 従 っ て
、 起 動 回 路 ７ ４ が 信 号 を 送 出 し て 、 指 オ キ シ メ ー タ を 起 動 す る こ と も 停 止 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ に 示 す 指 オ キ シ メ ー タ が 、 測 定 中 の Ｓ pＯ 2 及 び 他 の 物
理 的 パ ラ メ ー タ を 患 者 に 対 し て 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ 、 及 び ユ ー ザ が 手 動 で 装 置 を オ ン 状
態 に す る こ と を 可 能 に す る ス イ ッ チ を 具 え て い な く て も 、 患 者 の 物 理 的 パ ラ メ ー タ を 遠 隔
位 置 で 遠 隔 監 視 す る こ と が 、 指 オ キ シ メ ー タ で の 読 み 取 り を 不 要 に で き る こ と を 意 味 す る
限 り は 、 指 オ キ シ メ ー タ 上 の デ ィ ス プ レ イ を 省 略 で き る こ と は 明 ら か で あ る 。 従 っ て 、 指
オ キ シ メ ー タ の 起 動 を 遠 隔 制 御 可 能 に す る こ と に よ っ て 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ に 示 す 指 オ キ シ
メ ー タ に 設 け た ス イ ッ チ を 不 要 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 指 オ キ シ メ ー タ を 遠 隔 的 に 停
止 可 能 に し て 、 （ 指 が 指 オ キ シ メ ー タ か ら 取 り 除 か れ た も の と し て ） 指 オ キ シ メ ー タ が あ
る 期 間 に わ た っ て 使 用 さ れ な い 場 合 に 指 オ キ シ メ ー タ を 自 動 停 止 す る 課 題 を 克 服 す る こ と
に よ っ て 、 指 オ キ シ メ ー タ 用 の バ ッ テ リ パ ッ ク の エ ネ ル ギ ー が 節 約 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ A～ 図 １ Dは 、 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ 、 特 に そ の 筐 体 の 異 な る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 指 オ キ シ メ ー タ を 動 作 さ せ る た め の 指 酸 素 計 測 回 路 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 酸 素 計 測 回 路 と 協 働 し て 動 作 す る 、 測 定 し た 患 者 の 物 理 特 性 を 遠 隔 位 置 に
送 信 す る 送 信 回 路 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 回 路 を 実 装 す る プ リ ン ト 回 路 ボ ー ド （ Ｐ Ｃ Ｂ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 筐 体 の 上 半 分 の カ バ ー を 除 去 し た 透 視 図 で あ り 、 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー
タ の 回 路 実 装 を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ か ら 遠 隔 監 視 装 置 へ の Ｆ Ｒ 信 号 の 送 信 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の シ ス テ ム の 遠 隔 監 視 装 置 の 種 々 の 構 成 要 素 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 指 オ キ シ メ ー タ の 動 作 を 制 御 す る た め に な さ れ る 、 指 オ キ シ メ ー タ と 遠
隔 監 視 装 置 と の 相 互 作 用 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 5日 (2005.7.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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